
女性現実研究所（Women's Real-Life Research Laboratory、WRLRL、ウィルール） 

 

女性現実研究所 資料『女性現実物語』 

本部セクター（センター） 

幹部組織（1） 

代表スタッフ（ウォッチャー、男女）の役割 

 

まるで物語のような女性の現実に寄せて 

初版：2004 年 3 月 16 日 

最終更新：2019 年 10 月 14 日 

 

～ 著者 ～ 
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1. 女現研の代表スタッフ（代表ウォッチャー）について 

 

 (1) 代表スタッフとは 

 

女現研の代表スタッフは、最高代表、セクター（センター）リーダー、B セクター（セ

ンター）A グループ（リージョン）X コホートの各セグメントリーダー（コースリーダー）

を指します。 

女現研全体の監督・システムパトロールを担う女現研の創始者の男性（最高代表）と、

性教育、性被害、性依存、性症状、精神障害、神経障害などの豊富な経験を持つ聡明・優

秀な女性（研究者、団体職員、OL、美容師、保健師、管理栄養士、デパート・アパレル・

飲食店・雑貨店等の店員、主婦、高校・中学校・小学校教諭、女子大学生、女子高校生、

ヌードモデル、援助交際・売春経験女性、元タレント・アイドル、元 AV 女優、元素人 AV

女優、元性風俗嬢など）のみから成ります。これはそもそも、当初は女性たちからの数百

件・数千件もの性に関する悩み相談などが、全て最高代表とその他の代表スタッフに集中

して寄せられていたことによります。 

やがて、最高代表の提案で、これらの女性たちや知人女性たちの中から登用した女性ス

タッフたちにも、ご相談の受付・回答をお願いするようになり、これが現在の女現研とな

ったのです。 

今現在も最高代表とその他の代表スタッフが女現研の統括責任者として、女性スタッフ

の動きや一般女性からのご相談などを取りまとめる役割を担っていることは確かですが、

その活動は多くの女性スタッフ、一般女性の皆様の支えによって成り立っています。 

 

 (2) 代表スタッフの連絡先、メールなど 

 

  (ア) メールアドレス 

 

 ご相談、ご投稿、情報などは、下記のアドレスまでどうぞお送り下さい。女現研本部の

代表スタッフおよび幹部女性スタッフまで届きます。 

 

office@women.jpn.org（女現研フロント窓口メールアドレス） 

 

  (イ) 代表スタッフへのお手紙・ファンレターの宛先 

 

 女現研にご相談下さった女性（特に女子大学生・高校生・中学生）から、時々、私たち

のウォッチャー調査活動について、直筆のお礼の手紙やファンレターを送りたいというあ

りがたいお問い合わせをいただきます。 

mailto:office@women.jpn.org
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 大変申し訳ございませんが、初回のみのご相談の場合、ファンレターは全てメールにて

受け付けております。ただし、その後も継続的にご相談、ご投稿、情報をお送り下さるな

ど、特にご協力下さった女性には、本部の所在地（宛先）をお教えしておりますので、フ

ァンレターや郵便物の送付をご希望の女性は、どうぞそちらまでお送りいただければ幸い

です。 

 

  (ウ) 性被害物などの送り先 

（ビデオ、映像、写真、画像、下着、私服、制服、水着、その他の物品） 

 

 性被害物をお送りいただく宛先は、女現研連携女子シェアハウス、その女子シェアハウ

ス所有の性被害物保管庫、幹部女性スタッフの自宅のいずれかになります。（現在、保管ス

ペースの都合上、一時停止しております。） 

 あるいは、幹部女性スタッフが直接受け取りに伺います。 

 

 (3) 代表スタッフの氏名および職業のリスト 

 

 女現研の創始者男性である最高代表の氏名および職業は、全面的に公表しております。 

代表女性スタッフ・幹部女性スタッフの氏名および職業は、女現研の資料で示した各分

類のセクターリーダー、コースリーダー、グループリーダー、コホートリーダー、セグメ

ントリーダーを務める女性については、公表しております。 

 但し、代表女性スタッフは多くの性被害、性依存、性症状女性たちと関わりを持ってお

り、代表女性スタッフの氏名および職業などからこれらの女性たちの氏名・職業・身元な

どが加害者に知られることを阻止するため、男性である最高代表以外の代表女性スタッフ

の個人情報の一部は、ご相談下さった女性と、その四親等以内のご親族や学校の担当教員

（但し、親族や教員が性暴力等の加害者である場合は除く）にのみ提示しております。 

 

2. 女現研の代表スタッフと幹部女性スタッフ、一般女性スタッフとの関係 

 

 (1) 後継者（女性スタッフ）への一部権利の譲渡 

 

 代表スタッフは、女現研の創設者陣営であり、唯一の男性が中心となっていることから、

女現研において極めて特殊な立場にあります。あらゆる権限を有しているわけではなく、

女子校や女子寮への立ち入りなどは、女性幹部スタッフにその多くを任せております。 

 現在、代表は、自身の後継者となり得る女性スタッフの育成に取り組んでおります。第

一には幹部女性スタッフからの登用・昇格が考えられます。 

 幹部女性スタッフは、基本的には一般女性スタッフの中から代表スタッフにより選ばれ
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ます。単に女性の性に関する専門家を登用しているわけではなく、元々女現研（または代

表個々人）に有意義なご相談、ご投稿、情報をお寄せ下さった女性を優先的に登用してい

ます。 

従って、元より女現研の活動の性質上、一般女性スタッフやご相談女性からの後継者の

登用もあり得ます。 

 

 (2) 幹部女性スタッフ、一般女性スタッフの組織構成 

 

 組織構成の資料や各スタッフの資料をご覧下さい。 

 

3. 代表スタッフの役割 1（女現研の資料の執筆、編纂、管理） 

 

女現研の全ての資料は、代表スタッフおよび幹部女性スタッフが管理しております。 

文章資料は、代表スタッフがほぼ全てを執筆しております（女性からのご相談部分など

の引用部分以外）。幹部女性スタッフ、一般女性スタッフ、ご相談女性から提供された情報

や、代表自身の調査研究をもとに、執筆しております。 

資料中に掲載・引用しておりますご相談、ご投稿、情報などは、これらをお寄せ下さっ

た女性ご本人に代表または幹部女性スタッフが許可を得たものと、女性ご本人から代表ま

たは幹部女性スタッフあてに掲載希望を頂いたものから成ります。 

 

4. 代表スタッフの役割 2（女現研本部の運営） 

 

幹部女性スタッフと共に女現研本部の運営を担っています。 

 

5. 代表スタッフの役割 3（女現研の分類の管理） 

 

 幹部女性スタッフと共に女現研の各資料に示した分類を管理しています。 

 

6. 代表スタッフの役割 4（女現研の資料の提供） 

 

 (1) ウェブサイト上での提供 

 

 女現研の文章資料の多くと文章以外の資料の一部は、ウェブサイト上で無料にて提供し

ています。これらは、代表および幹部女性スタッフが管理しています。 

 

 (2) 一部の女子寮・女子シェアハウス、女子大学・高校・中学校など 
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女性施設・女子校での提供 

 

 これらの女性施設では、前述の資料に加え、文章以外の資料の多くをご覧いただけます。

これらの資料には、性被害の証拠品（ビデオ、映像、写真、画像、音声や、下着、私服、

制服、水着、その他の物品）が含まれます。 

これらの資料は基本的に、代表および幹部女性スタッフが連携女子シェアハウスの保管

庫で管理していますが、調査の進展状況や性被害女性の希望により、当該女性が居住する

寮・シェアハウスや女子校で性被害物の状態を目視・確認できるよう、貸出・返却してい

るものです。 

これらの資料のほとんどは、大多数の性被害女性の要望により、保健所や産婦人科に提

供されることはあっても、警察などの捜査機関に移管されることはほとんどないことが特

徴です。 

 

 (3) ご自身の性に関するご相談、ご投稿、提供情報の収録の要望 

 

 女現研に掲載・引用しておりますご相談などは、これらをお寄せ下さった女性ご本人に

代表または幹部女性スタッフが許可を得たものと、女性ご本人から代表または幹部女性ス

タッフあてに掲載希望を頂いたものから成ります。 

ご自身がどうしても収録してほしいご相談、ご投稿や、有益な情報については、代表ま

たは幹部女性スタッフからの許可要請を待たずに、皆様のほうから掲載のご要望を下さっ

てかまいません。但し、ご自身や他の女性の個人情報の扱いには十分ご注意下さい。 

 

7. 代表スタッフの役割 5（外部調査活動） 

 

(1) 一般女性からの性に関するご相談、ご投稿、情報提供の受付と専門的な回答 

 

 女性たちからのご相談、ご投稿、情報を受け付け、個別に回答させていただいておりま

す。全国の社会人女性・主婦（その他シングルマザー・無職など全ての女性を含む）や女

子学生・女子生徒（女子大学生から女子中学生までを含む）から寄せられたご相談、ご投

稿、情報などを直接処理する役割を担っています。また、女性からのご相談などのうち、

幹部・一般女性スタッフでは対応できなかった（対応が難しかった）ものについて、専門

的・学術的な観点からお答えしたり、回答を補完したりする役割も担っています。 

但し、女子小学生以下の児童などからのご相談（親からの虐待やアダルトビデオ出演の

強要など）については、直接の対応行動はあまり行わず、ほぼ全面的に自治体、保健所、

警察に連絡し、対応を委ねています。 
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(2) 性被害、性依存、性症状などの調査研究 

 

幹部女性スタッフおよび一般女性スタッフと協力し、女性たちから寄せられた性被害、

性依存、性症状などの調査研究を行っています。 

 

(3) 自治体、保健所、児童相談所、警察、学校などへの通報 

 

 幹部女性スタッフおよび一般女性スタッフと協力し、性被害調査の結果、加害者側の犯

罪性（とりわけ刑法犯）や条例違反が明らかであるか、認められると判断される場合、自

治体・警察・学校などへの通報を行っております。 

 

(4) 女子大学、女子高校、女子中学校、女子寮、女性温泉・スパ施設などへの潜入調査 

  （幹部女性スタッフ、一般女性スタッフへの全権委任事項） 

 

 男性である最高代表（親族男性など関係者以外の男性）が立ち入ることのできない場所

をめぐる性のご相談（女子校、女子寮、女性施設における性被害など）において、実際に

立ち入りが必要な場合、まずは代表女性スタッフ・幹部女性スタッフたちが立ち入ってい

ます。一般女性スタッフ（女子学生・生徒）がいる女子校については、そのスタッフも調

査に協力しています。 

 この調査は基本的に、男性である最高代表からの代表・幹部女性スタッフおよび一般女

性スタッフへの全権委任事項です。但し、代表スタッフまたは一般男性の立ち入りを当該

女子校や女子寮が許可した場合は、最高代表も立ち入っております。 

 

(5) 思想・宗教・ユートピア団体への潜入調査 

 

幹部女性スタッフおよび一般女性スタッフと協力し、思想・宗教・ユートピア団体など

の女性たちの性事情、性生活、性意識を調査しています。 

 

(6) 大学、高校、女子寮などでの特別講師 

 

 代表スタッフは、多くの大学で女性の性に関する講義を行っております。 

大学や学部や教員からご依頼を頂くパターンよりも、女子学生・生徒が教員などに諮っ

て代表を特別講師として招くパターンが圧倒的に多くなっております。そのため、大学の

講義としてではなく、大学の教室を借りて大学外の講演として実施される場合がほとんど

ですが、いずれの場合もご相談下さい。 
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8. 法律および条例の遵守 

 

 代表スタッフは、女現研の活動において特に参照すべき刑法、特別刑法、民法、著作権

法、個人情報保護方針及び個人情報の保護に関する法律などの法律をはじめ、あらゆる法

律および各自治体の条例を遵守して活動を行い、また、性加害者などの法律・条例違反者

については警察や自治体などに通報を行っております。 

 

9. その他 
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